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十
月

二
十
六
日

（
水
）
、

か
な
が
わ

県
民
セ

ン
タ
ー

３
０
１
会

議
室
に
お

い
て
「
差

別
の
な
い

ま
ち
づ
く

り
に
向
け

た
課
題
と

№１０８７
２０２２ 年 1 ２ 月１３ 日

11
月
3
日
（
木
・
祝
）
、
市
従
会

館
に
お
い
て
、
浜
高
教
主
催
、
「
父

母
と
教
職
員
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
話
題
の
映

画
『
教
育
と
愛
国
』
上
映
と
斉
加
尚

代
監
督
を
お
招
き
し
て
の
講
演
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

前
半
の
『
教
育
と
愛
国
』
上
映
会

は
、
４
階
ホ
ー
ル
に
て
、
13
：
00
〜

14
：
50
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作

品
に
は
、
軍
国
主
義
の
反
省
か
ら
、

戦
後
、
政
治
と
は
一
線
を
画
し
て
い

た
教
育
が
、
２
０
０
６
年
、
第
一
次

安
倍
政
権
に
よ
る
教
育
基
本
法
改
変

を
機
に
変
わ
っ
て
い
き
、
「
愛
国

心
」
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
、
「
教
育

改
革
」
、
「
教
育
再
生
」
の
名
の

下
、
政
治
の
影
が
強
ま
り
、
教
科
書

問
題
、
延
い
て
は
日
本
学
術
会
議
任

命
拒
否
問
題
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

過
程
が
丁
寧
に
描
か
れ
、
教
育
を
取

り
巻
く
現
状
の
深
刻
さ
に
恐
怖
を
覚

え
た
参
加
者
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

後
半
は
３
階
会
議
室
に
場
所
を
移

し
、
15
：
00
〜
16
：
30
に
、
斉
加
尚

代
監
督
に
よ
り
、
作
品
解
説
、
作
品

制
作
に
関
わ
る
裏
話
な
ど
を
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
斉
加
監
督
は
、

毎
日
放
送
報
道
局
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
、
様
々
な
社
会
問
題
を
テ
ー
マ

に
し
て
、
精
力
的
な
活
動
を
な
さ
っ

て
い
る
方
で
す
。
大
変
興
味
深
い
お

    

父
母
と
教
職
員
の
つ
ど
い

父
母
と
教
職
員
の
つ
ど
い 

２
０
２
２

２
０
２
２

話
の
中
で
、
最
後
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ

た
、
「
教
育
は
誰
の
た
め
の
も
の
な

の
か
」
と
い
う
問
い
か
け
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
息
苦
し
い
情
勢
の
中
、

教
育
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
、
大
切
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
言
葉
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

参
加
者
は
、
組
合
員
52
名
、
一
般

42
名
、
合
計
94
名
（
内
、
組
合
員
12

名
、
一
般
２
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
）
で
し
た
。
本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
り
な
が
ら
、
一
般
参
加
も
再

開
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
盛
況
の
開

催
で
し
た
。
教
研
は
、
組
合
活
動
の

柱
の
一
つ
で
す
。
仲
間
と
、
市
民
と

共
に
一
致
協
力
し
、
貴
重
な
学
び
の

場
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
井
上
大
司
）

指
導
員
の
増
員
、
部
活
動
大
会
自
校

開
催
で
の
特
勤
手
当
改
善
な
ど
、
女

性
部
か
ら
は
子
育
て
や
介
護
に
関
す

る
制
度
改
善
、
横
浜
商
業
別
科
単
独

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
、
高

校
養
護
教
諭
の
原
則
高
校
内
異
動
な

ど
、
障
教
部
か
ら
は
学
級
編
成
基
準

改
善
、
臨
床
指
導
医
等
派
遣
要
綱
に

基
づ
く
も
の
以
外
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
配
置
、
各
校
の
実
態
に
応

じ
た
看
護
師
の
増
員
、
高
度
な
専
門

性
を
考
慮
し
た
人
事
異
動
年
限
の
柔

軟
な
運
用
、
県
と
の
人
事
交
流
が
柔

軟
に
で
き
る
よ
う
な
人
員
配
置
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
高
校
で
実
施
さ

れ
る
通
級
に
よ
る
指
導
が
県
教
委
の

連
携
に
よ
っ
て
生
徒
に
と
っ
て
よ
り

良
い
も
の
で
あ
る
た
め
の
制
度
作
成

な
ど
の
項
目
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
三
木
書
記
長
か
ら
、
再

任
用
に
つ
い
て
は
本
人
の
キ
ャ
リ

ア
希
望
に
基
づ
く
配
属
、
定
数
外

11
月
15
日
（
水
）
、
18
時
よ
り
、

市
庁
舎
18
階
な
み
き
16
会
議
室
に
お

い
て
、
浜
高
教
は
、
２
０
２
３
年
度

に
向
け
た
二
回
目
の
教
育
予
算
要
求

を
行
い
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
市
教
委
労
務
課
か
ら

は
伊
藤
担
当
係
長
、
清
水
担
当
職
員

の
２
名
、
浜
高
教
か
ら
は
井
上
副
委

員
長
、
三
木
書
記
長
、
渡
辺
書
記
次

長
、
新
宅
書
記
次
長
、
大
山
執
行
委

員
、
伴
在
執
行
委
員
、
各
部
代
表
者

（
４
名
）
の
10
名
で
し
た
。

　

ま
ず
、
各
部
要
求
に
関
す
る
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
習
教
員
部
か

ら
は
実
習
教
員
の
待
遇
改
善
、
補
職

名
と
経
験
年
数
に
つ
い
て
の
改
善
、

正
規
職
員
の
配
置
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
研
修
の
充
実
な
ど
、
青
年

部
か
ら
は
高
校
初
任
の
初
回
異
動
で

中
学
異
動
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
の
見

直
し
、
一
人
一
台
端
末
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
の
環
境
整
備
、
部
活
動

　

９
月
29
日
（
木
）
、
18
〜
19
時
、

市
庁
舎
14
階
み
な
と
５
会
議
室
に
お

い
て
、
浜
高
教
は
一
回
目
の
教
育
予

算
要
求
を
行
い
、
２
０
２
３
年
度
に

向
け
た
全
体
要
求
と
分
会
要
求
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

市
教
委
労
務
課
か
ら
大
木
担
当
課

長
、
伊
藤
担
当
係
長
、
清
水
担
当
職

員
、
浜
高
教
か
ら
井
上
副
委
員
長
、

三
木
書
記
長
、
新
宅
書
記
次
長
、
大

山
執
行
委
員
、
乙
守
執
行
委
員
、
伴

在
執
行
委
員
、
各
分
会
代
表
者
の
出

席
に
よ
り
交
渉
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
要
求
に
関
す
る
三
木
書
記
長

か
ら
の
説
明
は
、
機
関
会
議
な
ど
で

話
題
と
な
っ
た
、
大
会
自
校
開
催
で

の
部
活
動
特
勤
問
題
や
昨
年
度
か
ら

の
初
任
者
中
学
強
制
異
動
問
題
に
関

す
る
要
求
、
ま
た
、
本
年
度
新
た
に

加
え
ら
れ
た
、
教
職
員
勤
務
実
態
調

査
の
実
施
と
そ
れ
に
基
づ
く
具
体
的

な
業
務
計
画
の
作
成
、
本
人
コ
ロ
ナ

陽
性
の
職
免
適
用
、
欠
勤
等
に
対
す

る
臨
任
配
置
、
人
事
異
動
で
の
管
理

職
か
ら
の
丁
寧
な
説
明
、
定
年
延
長

に
伴
う
計
画
的
な
新
規
採
用
、
臨
任

の
病
気
休
暇
の
増
加
、
教
員
免
許
更

新
制
に
代
わ
る
研
修
制
度
の
負
担
軽

減
と
適
切
な
運
用
な
ど
に
関
す
る
こ

と
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
分
会
代
表
者
に
よ
り
、
各
分
会

か
ら
の
切
実
な
要
求
に
つ
い
て
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昨

年
度
か
ら
の
高
校
初
任
者
が
初
回
の

異
動
に
お
い
て
中
学
校
に
行
く
こ
と

が
強
制
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
、
要

望
を
呈
示
す
る
機
会
が
特
別
に
設
け

ら
れ
、
青
年
部
に
所
属
す
る
参
加
者

を
中
心
に
、
当
事
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
現
場
に
与
え
る
甚
大
な
影

響
と
負
担
、
横
浜
で
教
員
を
志
す
者

に
与
え
る
影
響
、
そ
の
目
的
や
意
義

と
検
証
方
法
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら

の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
終
わ
り

に
、
大
木
担
当
課
長
よ
り
、
現
場
の

切
実
な
声
と
し
て
十
分
に
検
討
し
、

回
答
す
る
旨
が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
局
に
対
し
、
現
場
の
声
を
届
け

る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
無
理
の
あ
る
業
務

負
担
増
加
、
現
場
へ
の
十
分
な
説
明

や
対
話
を
軽
視
す
る
一
方
的
な
押
し

付
け
な
ど
、
劣
悪
な
労
働
環
境
を

黙
っ
て
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
次
世
代
を
担
う
仲
間
の
た

め
に
、
組
合
員
一
同
協
力
し
て
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。　

（
井
上
大
司
）

 

２
０
２
３

２
０
２
３
年
度
年
度 

教
育
予
算
要
求

教
育
予
算
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔〔
全
体
要
求
・
分
会
要
求

全
体
要
求
・
分
会
要
求
〕〕

 

２
０
２
３

２
０
２
３
年
度
年
度 

教
育
予
算
要
求

教
育
予
算
要
求

〔〔
各
部
要
求
・
再
任
用
・
臨
時
的
任
用
・

各
部
要
求
・
再
任
用
・
臨
時
的
任
用
・

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

会
計
年
度
任
用
職
員
要
求

会
計
年
度
任
用
職
員
要
求
〕〕

と
し
て
の
任
用
、
異
動
対
象
外
と

す
る
こ
と
、
短
時
間
勤
務
で
の
持

ち
時
間
数
削
減
、
給
与
及
び
期
末

勤
勉
手
当
の
改
善
、
定
年
引
上
げ

後
の
常
勤
職
員
と
の
賃
金
の
均
衡

な
ど
、
臨
任
に
つ
い
て
は
産
育
休

代
替
臨
任
年
度
当
初
任
用
の
国
に

先
行
し
た
導
入
、
更
新
回
数
に
よ

る
制
限
撤
廃
、
正
規
採
用
に
向
け

た
施
策
、
月
途
中
か
ら
の
任
用
に

お
け
る
通
勤
手
当
や
諸
手
当
の
日

割
り
で
の
支
給
、
病
休
や
介
護
休

の
増
加
な
ど
、
会
計
年
度
任
用
職

員
に
つ
い
て
は
５
年
を
超
え
る
任

用
に
対
す
る
無
期
雇
用
に
向
け
た

施
策
、
他
の
職
の
任
用
を
更
新
回

数
に
通
算
し
な
い
こ
と
、
妊
体
免

講
師
の
勤
務
日
数
の
増
加
、
や
む

を
得
な
い
超
過
勤
務
に
対
す
る
賃

金
の
支
給
、
月
額
給
引
き
上
げ
に

関
す
る
遡
及
、
打
ち
合
わ
せ
時
間

の
保
障
、
時
間
額
職
の
病
休
の
有

給
化
と
結
婚
・
祭
日
・
社
会
貢
献

活
動
休
暇
の
新
設
、
時
間
額
職
の

休
業
期
間
中
勤
務
の
あ
る
職
に
対

す
る
夏
季
休
暇
の
新
設
、
月
額
職

の
骨
髄
等
体
協
休
暇
の
新
設
、
時

間
・
月
額
職
の
出
産
休
暇
・
男
性

職
員
の
育
児
参
加
休
暇
の
改
善
、

時
間
・
月
額
職
の
本
市
教
員
採
用

試
験
受
験
な
ど
の
項
目
を
中
心
に

説
明
を
行
い
、
対
応
を
求
め
ま
し

た
。

　

終
わ
り
に
、
伊
藤
担
当
係
長
よ

り
、
予
算
、
情
勢
等
の
問
題
も
あ

り
早
急
な
改
善
は
困
難
か
も
し
れ

な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
取
り
組
む
意
志
は
教
育
委

員
会
も
現
場
も
同
じ
で
あ
り
、
要

求
に
対
し
十
分
に
検
討
し
、
回
答

す
る
と
い
う
こ
と
が
告
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

よ
り
よ
い
教
育
を
求
め
る
意
志

が
市
教
委
と
共
有
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
要
求
実
現
の
可
能
性

は
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

希
望
を
失
わ
ず
に
訴
え
ま
し
ょ

う
。
子
供
た
ち
と
若
い
仲
間
の
未

来
の
た
め
に
、
一
致
団
結
し
て
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

（
井
上
大
司
）

展
望
」
と
い
う
集
会
が
「
横
浜
市

国
籍
条
項
撤
廃
連
絡
会
」
な
ど
の

主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
横
浜
市
国
際
局
の
松

本
貴
之
さ
ん
か
ら
「
横
浜
市
の
多

文
化
共
生
の
取
組
」
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
「
現
在
、
横
浜
市
に
は

全
国
で
二
番
目
に
多
い
一
六
〇

カ
国
か
ら
一
〇
四
、
九
二
六
人

（
人
口
の
二
・
八
％
）
の
外
国
人

が
住
ん
で
い
る
。
区
別
に
み
る
と

中
区
（
一
〇
・
六
％
）
、
鶴
見
区

（
五
・
五
％
）
、
南
区
（
四
・

四
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
横

浜
市
に
お
け
る
在
住
外
国
人
支
援

の
体
制
と
し
て
は
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
（
公

益
財
団
法
人
横
浜
市
国
際
交
流
協

会
）
が
十
一
か
所
の
国
際
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
に
お
い
て
情
報
提
供
・
生

活
相
談
、
日
本
語
学
習
、
地
域
交

流
・
地
域
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
藤
本
俊
明
さ
ん
（
大
学

講
師
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

裵
安
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
が

わ
外
国
人
す
ま
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）
、
新
倉
久
乃
さ
ん
（
カ
ラ

バ
オ
の
会
）
、
李
智
子
さ
ん
（
横

浜
市
立
高
校
常
勤
講
師
）
を
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
外
国
人
差
別
が
あ
る

現
場
に
い
る
立
場
か
ら
「
差
別
さ

れ
る
側
は
希
望
を
失
う
の
で
、
な

く
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
『
差

別
は
い
け
な
い
』
と
教
え
て
い
る

現
場
で
『
差
別
』
が
行
わ
れ
て
い

る
。
『
差
別
を
な
く
そ
う
』
と

言
い
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
・
・
・
」
な
ど
の
意
見
が
だ

さ
れ
ま
し
た
。　

（
木
立
敏
樹
）

差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り



"２　    　

去
る
11
月
５
日
（
土
）
13
時
20
分
よ

り
市
従
会
館
第
四
会
議
室
に
て
、
浜
高

教
教
研
「
障
教
・
定
時
制
分
科
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
差
し
迫
っ
た

課
題
で
あ
る
、
高
校
通
級
を
テ
ー
マ

に
、
「
全
教
障
教
部
関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ

ク
学
習
会
in
神
奈
川
」
の
第
４
分
科
会

「
通
級
指
導
」
に
合
流
す
る
形
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
東
京
の
小
学
校
で
特
別
支
援

教
室
（
通
級
指
導
）
を
担
当
し
て
い
る

小
池
雄
逸
さ
ん
か
ら
実
践
の
報
告
を
聞

き
ま
し
た
。
小
池
さ
ん
は
受
け
持
ち
校

４
校
、
ほ
ぼ
毎
日
出
張
で
各
校
に
出
向

き
、
個
人
指
導
、
集
団
指
導
、
面
談
指

導
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
先
生
方
と
の

ケ
ー
ス
会
議
を
こ
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
力
」
、

合
理
的
配
慮
を
求
め
る
力
を
含
め
た

「
自
立
す
る
力
」
を
支
え
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
る
、
な
ど
小
学
校
の
通
級

の
具
体
的
な
指
導
内
容
が
見
え
て
き
ま

し
た
。

　

２
本
目
の
レ
ポ
ー
ト
は
ろ
う
分
会
の

川
村
ひ
と
み
さ
ん
か
ら
、
担
当
さ
れ
て

い
る
難
聴
・
言
語
障
害
通
級
指
導
教
室

数
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
青
年

部
交
流
会
。
第
一
弾
と
し
て
ダ
ー
ツ

バ
ー
の
個
室
貸
切
で
の
ダ
ー
ツ
会
を
行

い
ま
し
た
。
次
々
と
く
る
色
鮮
や
か
な

料
理
や
飲
み
物
に
目
を
奪
わ
れ
、
は
じ

め
ダ
ー
ツ
の
存
在
を
忘
れ
て
お
り
ま
し

た
。
学
生
の
頃
多
少
嗜
ん
だ
人
も
い
ま

し
た
が
久
し
ぶ
り
の
ダ
ー
ツ
に
は
し
ゃ

ぎ
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
次
第

に
場
も
和
み
、
同
世
代
に
し
か
話
せ
な

い
悩
み
や
不
安
ご
と
も
話
せ
る
雰
囲
気

に
な
り
と
て
も
有
意
義
な
時
間
が
お
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
の
よ
う
に

遠
出
す
る
の
は
難
し
い
現
状
で
す
が
、

少
し
ず
つ
青
年
部
と
し
て
の
結
束
を
強

め
て
い
く
第
一
歩
に
な
っ
た
、
そ
ん
な

交
流
会
で
し
た
。　

         

（
Ｙ
Ｓ
Ｆ
Ｈ
分
会　

藤
森
健
）

青
年
部
交
流
会

青
年
部
交
流
会 

ダ
ー
ツ

ダ
ー
ツ

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
市
内
に
16
校

（
小
学
校
11
校
、
中
学
校
４
校
）
の
拠

点
校
が
地
域
を
分
割
し
て
受
け
持
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
ろ
う
特
別
支
援
学
校

は
市
内
全
域
を
受
け
持
っ
て
い
る
こ
と

に
加
え
て
、
来
年
度
か
ら
は
高
校
生
の

受
け
入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。
難
聴
通
級

で
は
聴
力
の
活
用
、
補
聴
機
器
の
装

用
・
管
理
、
言
語
発
達
を
促
す
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
障
害
理
解

な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
は

現
在
18
区
全
区
か
ら
28
校
が
ろ
う
学
校

の
通
級
に
通
っ
て
い
て
、
合
理
的
配
慮

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
自
ら
の
支
援
要
請

が
で
き
る
力
、
進
路
に
つ
い
て
の
相
談

を
通
し
て
自
分
自
身
に
つ
い
て
言
葉
で

伝
え
ら
れ
る
力
を
身
に
着
け
る
よ
う
学

習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
言
語
障
害
通
級

で
は
構
音
障
害
、
吃
音
、
言
語
発
達
の

生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
た
指
導
を
受
け

て
い
ま
す
。
市
立
高
校
に
進
学
す
れ
ば

ろ
う
学
校
の
高
校
通
級
で
継
続
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
多

岐
に
わ
た
る
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

児
童
生
徒
に
見
合
っ
た
担
当
者
数
、
指

導
経
験
者
の
確
保
、
指
導
室
の
環
境
整

　

６
月
９
日
（
水
）
横
浜
ろ
う
学
校
で

障
害
児
教
育
部
総
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
11
名
が
参
加
し
、
障
害
児
教
育
の

課
題
や
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

来
年
度
か
ら
横
浜
総
合
高
校
、
ろ
う

学
校
、
盲
学
校
で
始
ま
る
高
校
通
級
に

つ
い
て
各
校
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
課
題
解
決
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
要
望
を
出
し
て
い
け
ば
よ
い

の
か
、
引
き
続
き
検
討
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

特
別
支
援
学
校
免
許
の
有
無
に
よ

る
、
人
事
異
動
の
制
約
や
、
校
内
で
の

人
員
配
置
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
各
校

の
実
情
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
各
分
会
の
課
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
あ
り
、
今
年
度
の
活
動

方
針
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
障

害
児
教
育
部
と
し
て
、
障
害
児
教
育
の

改
善
に
向
け
て
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

          

（
ろ
う
分
会　

佐
々
木
麻
里
）

「
障
教
・
定
時
制
分
科
会
」
報
告

「
障
教
・
定
時
制
分
科
会
」
報
告

備
な
ど
具
体
的
な
課
題
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
は
横
総
通
級
準
備
委
員
会
の
下

村
治
さ
ん
か
ら
来
年
度
か
ら
始
ま
る
横

総
の
通
級
指
導
の
計
画
に
つ
い
て
聞
き

ま
し
た
。
高
校
通
級
に
つ
い
て
は
来
年

度
横
総
で
「
自
校
通
級
」
、
翌
年
度
か

ら
全
市
立
高
校
へ
の
「
巡
回
指
導
」
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
村
さ
ん
は
、

「
ど
の
生
徒
に
も
や
さ
し
い
数
学
授

業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン (

中
学

校
数
学
サ
ポ
ー
ト
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ)

」
の

著
者
で
あ
り
、
中
学
校
で
の
通
級
指
導

を
長
年
経
験
し
て
き
た
方
で
、
現
在
は

来
年
度
開
設
の
通
級
開
設
の
計
画
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
高
校
は
「
限
ら
れ
た

選
択
肢
の
中
で
は
あ
る
が
、
自
ら
選
ん

だ
学
校
」
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味

で
、
集
団
の
構
成
員
が
学
校
ご
と
に
違

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
環
境
に
あ
っ
た
通

級
を
作
る
必
要
が
あ
る
、
全
員
の
ニ
ー

ズ
を
か
な
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

通
級
指
導
に
よ
っ
て
一
人
で
も
二
人
で

も
学
校
が
居
心
地
よ
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
、
生
徒
へ
の
直
接
支
援
は
２
割
、

保
護
者
支
援
、
担
当
の
先
生
支
援
、
学

校
の
環
境
整
備
、
関
係
者
の
連
携
促
進

な
ど
の
生
徒
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
環
境
づ
く
り
が
８
割
、
と
い
う
話
で

し
た
。
元
々
特
別
支
援
教
育
の
概
念
が

な
い
高
校
で
自
然
と
行
っ
て
い
る
配
慮

が
沢
山
あ
り
、
「
理
屈
が
分
か
る
と
意

図
的
に
実
践
で
き
る
、
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
に
は
理
由
が
あ
り
う
ま
く
い
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
」
、
な
ど
な
ど

授
業
実
践
に
つ
な
が
る
こ
と
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
そ
の
半
面
、
対
象
生
徒
の

絞
り
込
み
、
「
個
別
の
指
導
計
画
」
の

作
成
、
教
育
課
程
の
追
加
ま
た
は
代
替

に
つ
い
て
な
ど
、
巡
回
指
導
開
始
ま
で

に
整
備
し
な
く
て
は
い
け
な
い
面
も
あ

る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
も
「
三
つ
の
レ
ポ
ー

ト
、
そ
れ
ぞ
れ
に
学
び
が
あ
り
ま
し

た
。
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
楽
し
く
生

活
を
し
て
い
く
た
め
に
我
々
教
職
員
が

研
修
を
重
ね
て
、
日
々
の
授
業
や
学
校

生
活
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
、
良
い
機
会

で
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

有
意
義
な
分
科
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
、
千
葉
な
ど
近
県
か
ら
の
参

加
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
あ
り
、
総
勢

20
名
の
参
加
で
し
た
。

　

９
日
は
岡
山
か
ら
バ
ス
で
備
前
焼
工

房
「
夢
幻
庵
」
に
行
き
、
全
体
集
会
そ

し
て
「
備
前
焼
手
び
ね
り
コ
ー
ス
体

験
」
を
し
ま
し
た
。
10
日
は
岡
山
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
に
て
「
普
通
教
科
（
理

科
・
家
庭
科
な
ど
）
」
「
職
業
教
育

（
専
門
教
育
）
」
「
障
害
児
教
育
」

「
教
科
外
教
育
と
実
習
教
員
運
動
」

「
青
年
教
職
員
支
援
塾
」
の
５
つ
の
分

科
会
が
開
か
れ
、
全
体
集
会
で
今
集
会

を
終
え
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
渦
の
中
、
２
年
間
参
集
の
形

は
と
ら
ず
に
、
時
期
も
考
慮
し
な
が
ら

リ
モ
ー
ト
に
て
全
国
学
習
交
流
会
は
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
全
国
集
会
だ
け
で

な
く
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
や
全
国
定
期
大

会
も
同
様
の
リ
モ
ー
ト
開
催
を
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
の
行
動
制
限

も
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
感
染

８
月
25
日
、
青
年
部
交
流
会
第

二
弾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は

「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」
。
横
浜
駅
付
近

の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
カ
フ
ェ
に
集
ま

り
、
参
加
者
の
希
望
や
店
員
さ
ん
お

す
す
め
の
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
し
つ

つ
、
和
や
か
に
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
プ
レ
イ
し
た
ゲ
ー

ム
は
、
ハ
イ
パ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
、
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
ゲ
ー
ム
、
コ
ヨ
ー
テ
、
騎

兵
ゴ
ル
フ
な
ど
。
教
材
と
し
て
の
可

能
性
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、

そ
の
場
で
購
入
す
る
参
加
者
も
。
間

口
を
広
げ
て
定
期
開
催
し
て
も
い
い

の
で
は
？
と
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
（
戸
定
分
会　

𠮷
沢
歌
音
）

    

障
教
部
総
会
報
告

障
教
部
総
会
報
告 

　
　
　

対
策
を
取
り
な
が
ら
の
参
集

型
全
国
集
会
で
し
た
。
実
験
・
実
習
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
実
習
教
員
部
と

し
て
、
今
回
の
備
前
焼
体
験
な
ど
は
本

当
に
、
体
験
し
て
の
教
育
の
大
切
さ
を

改
め
て
痛
感
し
た
研
修
で
し
た
。
リ

モ
ー
ト
で
は
な
く
、
み
ん
な
が
集
い
あ

い
、
交
流
し
学
び
あ
う
と
い
う
事
の
重

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
実
習
教
員
部
で
は
実
験
実
習

の
専
門
性
を
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
決
し

て
目
で
見
て
わ
か
る
専
門
性
だ
け
で
な

く
、
つ
ま
り
免
許
、
資
格
な
ど
だ
け
で

な
く
、
教
育
現
場
で
の
経
験
か
ら
知
識

や
技
術
を
得
て
い
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
免

許
取
得
者
、
様
々
な
資
格
所
持
者
も
い

ま
す
）
。
そ
し
て
経
験
・
技
術
・
知
識

を
伝
承
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
今
集
会
で
は
実
習
教
員
か
ら
の
視

点
だ
け
で
な
く
教
育
現
場
か
ら
の
視
点

で
伝
承
の
大
切
さ
を
再
確
認
で
き
、
各

分
科
会
で
も
専
門
性
や
教
育
財
産
と
し

て
の
伝
承
性
の
重
要
性
を
話
し
合
え
ま

し
た
。

　

全
教
実
教
部
で
は
「
教
諭
一
元
化
」

の
制
度
改
革
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
先
輩
方
が
「
理
科
実
験
と
実
習

教
員
問
題
の
解
決
の
た
め
に
」
の
最
終

報
告
を
出
し
て
20
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
一
部
の
制
度
改
革
が
前
進
し
た
県

も
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
実
現
し
な

い
現
実
、
運
動
し
て
も
動
か
な
い
現
実

も
あ
り
ま
す
。
決
し
て
実
習
教
員
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
他
の
教
職
員
と
の

協
力
・
共
同
を
い
か
に
得
て
い
く
か
も

今
後
の
課
題
で
、
ま
だ
ま
だ
問
題
は
山

積
し
て
い
ま
す
。　

     

（
小
島
純
）

全
教
実
習
教
員
部

全
教
実
習
教
員
部 
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3030
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会

回
全
国
学
習
交
流
集
会
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